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・効果試算時に想定できなかった改善項目が追加されたことなど、実証結果は効果試算を上回るものであった。今後、全庁的に「中央区施設
管理マニュアル」に基づく運用をしていくことで、エネルギー使用量と光熱費の大きな削減につながることが期待される。

・運用のみでの削減には限界があるため、高効率機器や省エネルギー制御機能を導入し、無駄のないエネルギー管理を行っていくことが大
切である。

3 モデル施設での実証結果

これまで（これから）の取組内容

※モデル施設・・中央区保健所等複合施設、月島第三小学校等複合施設
※類似施設・・明石小学校、日本橋小学校等複合施設、総合スポーツセンター

1 事　業　概　要 2

　
　本区では平成23年3月、「中央区役所温室効果ガス
排出抑制実行計画」を改定し、平成23年度から平成
27年度までの5ヵ年で、温室効果ガス排出量を平成
21年度比で3％削減を目指している。本事業は実行
計画の取組の一つである「設備等の適正管理に関す
る取組」を推進する事業として過去2年にわたり実施
してきた。
　エネルギー使用量の大きい2施設をモデル施設と
し、エネルギー使用実態の把握及び課題の抽出を行
い、効率的で実効性の高い設備の運用マニュアルを
作成・検証するとともに他の施設にも活用できる管理
マニュアルを整備し、全庁的に電気および都市ガス
等のエネルギー使用量の削減を図ることを目的とし
ている。
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※項目によっては分電盤で個別に測定し、その結果を年間ベースに換算したものや施設全体の使用量から按分等で算出しています。 

  また機械設備の設定等の変更を行ったものは、予測した効果が得られると想定しています。 
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